
地域でたくましく生き抜くことのできる心豊かな子どもの育成
～一人ひとりの子どもの可能性を最大限伸ばす学校 インクルーシブな社会をリードする学校～
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令和３年度の学校生活が無事、終了しました
「自分から 自分で 精いっぱい」輝いた須坂支援の子どもたち

～学校へのご支援、ご協力 ありがとうございました～

本日、小学部６年生３名、中学部３年生３名の卒業生が学校長より卒業証書を受け取り、
慣れ親しんだ各部から巣立っていきました。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。自分らしく
輝いてきた卒業生の皆さんの前途に、これからも幸多きことを祈っています。
須坂支援学校２８名の子どもたちの大きな成長を感じながら、令和３年度の最終日を無事、終えるこ

とができるのは、とてもありがたいことです。大変うれしく思います。保護者の皆様、地域の皆様のお支
えに感謝申し上げます。

～３学期終業式(3/14)での校長先生のお話から～
小学部・中学部の皆さん、ビデオでの発表ありがとうございました。 令和３年度の学校生活も、

終業式の今日、・そして明日卒業式を残すだけとなりました。
この３学期、久しぶりに雪がたくさん降り、寒い冬でしたが、小学部の皆さんも中学部の皆さんも、

さむさに負けず思いっきり活動を楽しんでいました。
さて、突然ですが、この数字は何だと思いますか？１番は＋８．７㎝、２番は８．３㎝、３番は７．２㎝
これは、今年１年間で伸びた背の高さです。１番の人は、にじ組の田中碧音さんでした。そして２

番目は同じくにじ組の窪野陽さん、そして３番目はほし組の半田くるみさんです。みんな１年間で大
きくなっています。
これは、６年生の入学式の時の写真と、今の写真です。この６年間で、３人ともぐんと大きくなりま

した。体の成長だけでなく、自分からやろうとすること、自分でできることもたくさんあり、立派なお兄
さんお姉さん、小学部のリーダーになりました。
こちらは、中学部３年生の入学式の時の写真と今の写真です。中学部３年生は、体の成長はそれ

ほど目立ちませんが、体力や作業する力、コミュニケーションやみんなと協力すること、自分の責任
を果たすことなど、中学部３年間の活動を通して大きく成長しました。
３学期には、生徒会も２年生に引き継ぎました。小学部も、中学部も、卒業生から下級生へのバト

ンが受け渡されています。卒業する皆さん、今までありがとうございました。みんなしっかりと引き継
いで、これからもよりすばらしい須坂支援学校にしていきましょう。
小学部も中学部もみんな、この１年間、自分から、自分で、せいいっぱい取り組んできたこと、ま

た、友だちや先生達といっしょに力を合わせて生活してきたことで、心も体も大きく成長しました。
そして、いよいよ明日は卒業式です。いっしょに過ごしてきた６年生３人、中学部３年生３人へのあ

りがとうの気持ちと、卒業してからも元気で自分らしく輝いていけることをいのって、みんなでこころ
をこめて、おめでとう・そしてさようならを伝えましょう。
この３学期も、新型コロナウイルス感染症により分散登校があるなど、制限がある学校生活でし

たが、みんな健康で乗り越えてこれたことをうれしく思います。明日の最後の１日も、みんな元気に笑
顔で登校してきてください。
これで、校長先生の話を終わります。



おめでとう、そしてありがとう、卒業生のみなさん  

３月９日（水）に小学部で「６年生あ

りがとうの会」、１１日（金）に中学部

で「３年生を送る会」が開かれました。 

 小学部では、手作り風船アーチをくぐ

って６年生が入退場、また、そら組・ほ

し組・にじ組からそれぞれ手作りのキラ

キラメダル・くす玉・ちぎり絵がプレゼ

ントされ、心あたたまる送る会になり

ました。 

 中学部でも、１・２年生から３年生へ

の手作りのメダルや写真立てのプレ

ゼント、そして元気な応援エールが送

られました。そして３年生から、カラフ

ルなブロックで作った「中学部」の大

看板が卒業記念品として贈呈されました。（北校舎の目立つところに掲示します！！） 

 共に過ごした６年生、３年生がいよいよ卒業となります。２

月に、相田みつをさんの作品が学校に展示されました。須坂

支援学校の先生方が希望して飾られたのは「いのちいっぱ

い」という作品です。一人一人が自分の持っている力を精一

杯発揮し輝いている本校の児童生徒の姿が、ぴったりと重

なる言葉でした。卒業生６人、そして在校生みんなの４月か

らの毎日も、自分らしさを存分に発揮して、いのちいっぱい、

輝く日々となることを祈っています。 

                                  

令和３年度末人事異動により須坂支援学校を離れる先生方 
担当 氏名 在職期間 新任地 

小学部そら組 山戸 純江 ８年 長野市立山王小学校 

小学部ほし組 小林 明子 ８年 小布施町立栗ガ丘小学校 

小学部にじ組 天野 道子 ３年 大町市立大町南小学校  

育児休業 太田 歩 ９年 白馬村立白馬北小学校  

初任研指導 閏間美智子 １年 千曲市立上山田小学校  

教員補助員 丸山 慶子 ４年 須坂市職員 

妊娠教員補助員 青木 忠史 ３ヶ月 須坂市内教員補助員 

 お世話になりました。ありがとうございました。新任地でのご活躍をお祈りしています。  

 本年度１年間も、コロナ禍で制限のある学校生活、特に３学期は分散登校を実施し

ましたが、ご家庭のご協力をいただき、ここまでみんなで元気に過ごしてくることが

できました。職員も力を合わせ、「子どもたち一人一人が、自分から、自分で、せいい

っぱい活動し、自分らしく輝く姿」を目指して取り組んできましたが、子どもたち一人

一人の成長は、ご家族の深い愛情と学校生活へのご協力の賜です。保護者の皆様、地域

の皆様、本年度も須坂支援学校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、心より感

謝しています。ありがとうございました。  

                       須坂支援学校  職員一同  


